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＜要   約＞ 
 高齢者施設（以下，施設）では，忙しい職員同士が短時間で引き継ぎをするために生み出
したことばであると思われる，職員同士で通じる造語や短縮語を使用することがある。 
 介護学生（以下，学生）は，施設実習の申し送りなどの引き継ぎ場面或いは，職員から学
生への指示などさまざまな用語に遭遇する。その用語が，造語・短縮語の区別がないままに，
介護職員の発している引き継ぎ内容を一生懸命に聞きメモをする。引き継ぎは，他職種連携
や利用者の状態を報告する重要な場であり，学生も，その内容を把握し利用者にケアをする
ことが求められることから，施設で使われている造語・短縮語は知らなければならない。 
 しかし，介護福祉士養成教育の中で，造語や短縮語の教育を意図的あるいは計画的に教え
ることはなく，学生がどのようなことばに困難を示しているのかの把握もされてこなかった。
そこで，学生が実習を通してどのようなことばに悩み，どのように解決したのか把握する必
要があると考え調査を実施した。その結果，他者に聞く，そのまま理解せずに使用するとし
た学生がいることがわかった。今後は，教育施設と福祉施設とで連携をとり，施設で使われ
ている造語・短縮語を可視化の必要性が示唆された。 
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1．はじめに 
 日常の生活の中で携帯電話を携帯と短縮しても
他者に通じる。同じように短縮して使っている用
語には，にほん語の短縮語から外来語の短縮語ま
で身の回りに多数みられる。プレゼンテーション
をプレゼン，イラストレーションをイラスト，リ
ハビリテーションをリハビリ，メタボリックシン
ドロームをメタボ，パーソナルコンピューターを
パソコン等，外来語を短縮して使用しているが，
一般的には誰にでも通じる用語である。 
 このような短縮語は様々な職場でその道の専門
職と言われている人が使っている。医療現場では
筋肉注射を筋注，静脈注射を静注，全身麻酔を全
麻，局所麻酔を局麻等，これらは医療従事者のみ
に通用する短縮語である。高齢者福祉施設（以下，
施設）においても，忙しい職員同士が短時間で引
き継ぎをするために生み出したことばであると思
われる，職員同士で通じる造語・短縮語（以下，
短縮語と記す）を使用することがある。 
 介護福祉士養成教育（以下，介護教育）では，
卒業までに10単位の施設実習（以下，介護実
習）が義務付けられている。学生は，それぞれの
施設で行われる申し送りなどの引き継ぎの場面或
いは，職員から学生へ，介護業務の指示を出す時
など，施設で使用されている様々なことばに遭遇
する。学生は，そのことばが造語なのか，短縮語
なのか，何を意味しているのか等の区別が明確で
ないままに，職員の発している言葉を一生懸命に
聞いたり，メモをとったりしている。この状態は，
無資格で介護職に就いた人や経済連携協定で来日
している介護福祉士候補者（EPA介護福祉士候
補）が施設に配置をされた状況と同じであると
いっても過言ではない。特に申し送り場面は，他
職種との連携や利用者の状態を報告する重要な場
であり，学生であったとしても，その内容を把握
し利用者にケアをすることが求められることから，
施設で使われている短縮語や造語は知っておかな
ければならないし，その意味も理解していなけれ
ばならない。 
 しかし，介護教育の中では，造語や短縮語の教
育を意図的あるいは計画的に教えることはなく，
学生がどのようなことばに困難を示しているのか
の把握もされてこなかった。そこで，施設で使用
されている造語や短縮語の予備調査を実施した結
果，学生は介護実習中に遭遇した短縮語やその意
味を職員から説明を受けることもなく，わからな
いままにしたり，インターネット上の介護職員の
ブログや掲示板を利用したり，類推したりしなが
ら解決しようとしていたことがわかった。この予
備調査から得られた結果をもとに，施設や介護教
育のなかで，どのような語が使われているのかを
明らかにすることを目的として，大学で介護福祉
教育を受けている3，4年生の学生を対象として
本調査を実施した。 
 
２．方 法 
（１）調査対象と方法 
 本調査は，平成26年 5 月～ 7 月東京都内にあ
る二つの四年制大学の介護福祉士養成課程に通い，
介護実習を体験した3，4年を対象にアンケート
調査を実施した。有効回収数は99，有効回答率
96.2％であった。 
 
（２）調査項目 
 調査は，実習体験のある学生からの聞き取りと
遠藤の研究1）で明らかにされている短縮語を加え
た用語を調査対象語とした。調査対象語を分類
（表 1 ）すると，生活行為に関する用語22，介護
用品に関する用語 3 ，状態観察に関する用語 5 ，
薬等医療に関する用語 8 ，他職種名に関する用
語 5 の合計48を対象語となった。48の中で造語
は「着患脱健」，他の47の対象語は短縮語と判断
した。また，調査対象語に対し，「施設で使われ
ていたか」「教員が使っていたか」「そのことばの
意味を知っていたか・想像できたか」等について
回答を得た。調査を行なった時期の学生の実習体
験状況は，T大学の  3 年生は老人保健施設実習
（ 2 単位）と障害者支援施設実習（ 2 単位）を， 
4 年生は特別養護老人ホーム実習（ 5 単位）およ
び在宅実習（ 1 単位）を体験済みであった。ま
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た，S大学の 3 年生は特別養護老人ホーム・老人
保健施設（ 5 単位）を経験し， 4 年生は高齢者
福祉施設あるいは障害者支援施設（  5 単位）
だった。二つの大学で同じ施設で実習をしている
施設は 3 か所あった。 
 
表１ 48の対象語の分類とその意味 
生
活
行
為
に
関
す
る
用
語
 
食介 食事介助 
介
護
用
品
 
リハパン
リハビリ用のパン
ツ式紙おむつ 
陰洗 陰部洗浄 P トイレ ポータブルトイレ 
体変 体位変換 自助食器 自助具の食器 
体交 体位交換 
状
態
観
察
 
腹満 腹部膨満感 
個浴 個人入浴 特変 
いつもと違う特別
な変化の有無 
特浴 特殊入浴 著変化 
いつもと違う特別
な変化の有無 
飲水 水分摂取 苦痛変化
苦痛な状態に対す
る変化の有無 
トランス 
トランスファー 
または移乗 
苦痛症状
何かしらの苦痛な
症状 
（例えば，腹痛に
よる表情等） 
訪室 居室訪問 
医
療
・
薬
に
関
す
る
用
語
 
入禁 
医療職の判断で，
身体への影響を考
え 
入浴を禁止する 
着患脱健 
脱健着患 
麻痺などがある
場合の脱ぎ着の
仕方 
食禁 
医療職の判断で，
身体への影響を考
え 
食事を禁止する 
着脱 脱いだり着たり 眠剤 睡眠剤 
食席 食卓の席 肺雑 
呼吸音を聞くと雑
音が聞こえる 
湯温 湯の温度 禁食 
医療職の判断で，
身体への影響を考
え 
食事を禁止する 
協力動作 行為動作の協力 延食 
医療職の判断で，
身体への影響を考
え 
食事時間を延期す
る 
自操 車いすの操作 補食 
医療職の判断で，
身体への影響を考
え 
食事以外の捕食を
する 
自走 車いすの操作 ラキソ 
ラキソベロンとい
う商品名の下剤 
洗身 身体を洗う 
他
職
種
名
 
ケアマネ
ケアマネージャー
（生活支援専門
員） 
洗体 身体を洗う サ責 
訪問介護事業所の
サービス提供責任
者 
配茶 お茶を配る サ担 サービス担当者 
開口 
口を開けてもら
う 
カンファ カンファレンス 
入床 寝床に入る   
保清 身体を清拭する   
 
表２ 調査対象の属性 
n=97 
    T 大学  S 大学 
    n=50  n=47 
性別 女性 50 100  33 70 
男性 - -  14 30 
学年 3 年生 24 48  26 55 
4 年生 26 52  21 45 
介護実習
施設の種
別 
特別養護老人ホーム 26 48  47 100 
老人保健施設 50 100  47 100 
障害者支援施設 50 100  7 15 
訪問介護事業所 26 52  - - 
 
（３）分析方法 
 分析は， T 大学および S 大学の学生が，施設
職員および教員が使用していたと認識した短縮語，
学生が認識できているとした短縮語の上位・下位
10の調査対象語を比較した。さらに，これらの
短縮語は介護福祉士養成教育の主なテキストとし
て使われている生活支援技術の著書，M社，K社，
T社の 3 社と国語辞典に掲載されているかを検索
した。 
 学生が「知らない」と回答した短縮語は，学年
ごとに差があるかχ2検定を行なった。統計解析
ソフトは，SPSS Statistics 22を用いて行ない，危
険率 5 ％未満を有意とした。 
 
（４）倫理的配慮 
 調査実施上の倫理的配慮として，対象者には無
記名によるアンケートであり，データは統計的に
処理するため個人を特定することはできないこと，
調査への協力は強制ではなく，協力できない場合
でも不利益を生じることはない旨を文書により提
示し，さらに口頭にて説明を行った。 
 
３．結 果 
  T 大学および S 大学の二大学の学生が48対象
語を選んだ順位は表 3 の通りである。また，生
活支援技術のテキストに記載されていた短縮語は 
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                 表３ 48対象語の順位               n=97 
  
施設で使って
いたことば 
度数 ％ 
教員が使って
いたことば
度数 ％ 
学生が知らない・想像
できないことば 
度数 ％ 
1  着脱 50 51.5 ケアマネ 41 42.3 肺雑 47 48.5 
2  トランス 48 49.5 トランス 41 42.3 著変化 42 43.3 
3  ケアマネ 47 48.5 着患脱健 40 41.2 特変 33 34.0 
4  カンファ 47 48.5 食介 38 39.2 ラキソ 33 34.0 
5  食介 46 47.4 リハパン 37 38.2 居担 31 32.0 
6  自走 46 47.4 洗身 35 36.0 延食 30 30.9 
7  陰洗 44 45.4 陰洗 34 35.0 入禁 29 30.0 
8  リハパン 44 45.4 自走 33 34.0 サ担 28 28.9 
9  着患脱健 44 45.4 自助食器 30 30.9 サ責 27 27.8 
10  自助食器 40 41.2 個浴 26 26.8 腹満 27 27.8 
11  良眠 39 40.3 カンファ 26 26.8 尿測 25 25.8 
12  眠剤 38 39.2 洗体 25 25.8 特浴 24 24.8 
13  洗身 38 39.2 眠剤 23 23.7 訪室 24 24.8 
14  個浴 37 38.1 開口 23 23.7 食禁 24 24.8 
15  入床 35 36.0 自操 20 20.6 食席 23 23.7 
16  就前薬 34 35.0 体交 19 19.6 湯温 22 22.7 
17  保清 34 35.0 良眠 19 19.6 禁食 22 22.7 
18  配茶 33 34.0 協力動作 18 18.6 自操 21 21.7 
19  洗体 32 32.9 補食 18 18.6 早食 20 20.6 
20  開口 32 32.9 保清 18 18.6 苦痛症状 19 19.6 
21  体交 31 31.9 入床 16 16.5  Pトイレ 18 18.6 
22  補食 31 31.9 体変 15 15.5 補食 17 17.5 
23  ラキソ 31 31.9  Pトイレ 15 15.5 協力動作 16 16.5 
24  Pトイレ 29 29.9 特浴 13 13.4 保清 16 16.5 
25  自操 28 28.9 ラキソ 13 13.4 飲水 15 15.5 
26  体変 27 27.8 湯温 12 12.4 自走 15 15.5 
27  協力動作 26 26.8 飲水 11 11.4 盗食 15 15.5 
28  特浴 24 24.7 就前薬 11 11.4 洗体 14 14.4 
29  特変 24 24.7 禁食 11 11.4 閉眼 14 14.4 
30  禁食 24 24.7 尿測 10 10.3 就前薬 13 13.4 
31  食禁 23 23.7 着脱 10 10.3 配茶 12 12.4 
32  早食 23 23.7 食禁 10 10.3 開口 12 12.4 
33  飲水 22 22.7 苦痛症状 9 9.3 体交 11 11.4 
34  サ担 21 21.7 配茶 8 8.2 カンファ 11 11.4 
35  尿測 21 21.7 腹満 7 7.2 入床 11 11.4 
36  閉眼 21 21.7 特変 6 6.1 体変 10 10.3 
37  延食 19 19.6 盗食 6 6.1 洗身 10 10.3 
38  サ責 18 18.6 閉眼 6 6.1 眠剤 9 9.3 
39  食席 18 18.6 サ責 5 5.1 個浴 8 8.2 
40  湯温 18 18.6 サ担 5 5.1 リハパン 7 7.2 
41  苦痛症状 16 16.5 訪室 5 5.1 トランス 7 7.2 
42  盗食 16 16.5 早食 5 5.1 自助食器 7 7.2 
43  居担 15 15.5 延食 5 5.1 良眠 7 7.2 
44  訪室 14 14.4 食席 4 4.1 着患脱健 6 6.1 
45  腹満 14 14.4 居担 2 2.0 陰洗 5 5.1 
46  入禁 13 13.4 肺雑 2 2.0 ケアマネ 5 5.1 
47  著変化 8 8.3 著変化 1 1.0 着脱 3 3.0 
48  肺雑 7 7.2 入禁 1 1.0 食介 3 3.0 
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48のうち20あった（表 4 ）。二大学の学生が「施
設職員および教員が使用していたと認識した短縮
語」，「知らないが想像できた短縮語」とした対象
語の上位・下位10の結果は表 5 の通りであり，
これらの短縮語がテキストに記載されている語に
＊印，国語辞典2）3）4）に記載されている語には○
印で示した。 
 学生が「施設で使っていた」とされる短縮語を
表５ 造語・短縮語の上位・下位一覧表 
  
施設で使っていたことば 教員が使っていたことば 
学生が知っている・想像 
できることば 
T 大学 S 大学 T 大学 S 大学 T 大学 S 大学 
上
位
調
査
対
象
語 
着脱
＊○
 リハパン ケアマネ
○
 着患脱健
＊
 着脱
＊○
 配茶 
トランス トランス トランス 着脱
＊○
 食介 食介 
ケアマネ
○
 着脱
＊○
 着患脱健
＊
 食介 陰洗 陰洗 
カンファ 良眠
＊
 食介 ケアマネ
○
 ケアマネ
○
 着脱
＊○
 
食介 食介 リハパン トランス 着患脱健
＊
 リハパン 
自走
＊○
 自走
＊○
 洗身
＊
 リハパン リハパン 自走
＊○
 
陰洗 ケアマネ
○
 陰洗 特浴
＊
 トランス 良眠
＊
 
リハパン 特浴
＊
 自走
＊○
 自走
＊○
 自助食器 食席 
着患脱健
＊
 P トイレ 自助食器 良眠
＊
 良眠
＊
 眠剤
＊○
 
  自助食器 カンファ 個浴
＊
 陰洗 個浴
＊
 体交 
下
位
調
査
対
象
語
 
食席 延食 サ責 飲水
○
 腹満
＊
 協力動作 
湯温
＊
 苦痛症状 サ担 延食 サ責 ラキソ 
苦痛症状 湯温
＊
 訪室
＊
 苦痛症状 サ担 入禁 
盗食 入禁 早食 訪室
＊
 入禁 訪室
＊
 
居担 訪室
＊
 延食 入禁 延食 腹満
＊
 
訪室
＊
 サ担 食席 サ責 居担 特変
＊
 
腹満
＊
 腹満
＊
 居担 腹満
＊
 ラキソ サ責 
入禁 サ責 肺雑 サ担 特変
＊
 サ担 
著変化 肺雑 著変化 著変化 著変化 肺雑 
肺雑 著変化 入禁 肺雑 肺雑 著変化 
＊生活支援技術に掲載されている短縮語 ○国語辞典に掲載 
 
表４ テキスト「生活支援技術」に記載されている出版別造語・短縮語数 
  
着
脱 
洗
身 
湯
温 
飲
水
自
走
自
操
着
患
脱
健
開
口 
保
清 
洗
体
良
眠
特
浴
個
浴
訪
室
特
変
補
食 
入
床 
盗
食 
眠
剤 
腹
満 
M
社 
69 12 14 12 9 3 2 3 4 2 1 2 1 1 1 0 1 1 1 1 
K
社 
94 6 6 7 12 10 0 4 3 0 3 0 1 0 0 1 0 0 0 0 
T
社 
80 22 16 18 15 0 11 5 1 4 0 0 2 4 2 1 0 0 0 0 
          人間関係学研究   16   2014 
 
74 
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要
大学別でみると， T 大学と S 大学で共通してい
る語は，「着脱」「トランス」「ケアマネ」「カン
ファ」「食介」「自走」であった。学生が，「教員
が使っていた」とされる短縮語で， T 大学と S 
大学で共通している語は，「ケアマネ」「トラン
ス」「着患脱健」「食介」「リハパン」「陰洗」「自
走」であった。また，「学生が知っている・想像
できる」短縮語で， T 大学と S 大学が共通し，
施設と教員が共通で使用していた，もしくはどち
らかが使用していた短縮語は「着脱」「食介」「陰
洗」「リハパン」であった。 
 学生が「施設で使用していなかった」と回答し
短縮語は「湯温」「苦痛症状」「訪室」「腹満」「入
禁」「著変化」「肺雑」の 7 つ，「教員が使ってい
なかった」と回答した語は「サ責」「サ担」「訪
室」「延食」「肺雑」「著変化」「入禁」の 7 つで
あった。これらの中で，学生が知らないと回答し
た語は「腹満」「サ責」「サ担」「入禁」「著変化」
「肺雑」の 6 つであった。 
 「学生が知らないし想像もできない」と回答し
た省略語について，3，4年で学年差があるかを
大学別にχ2検定を行った結果は表 6 の通りで， 
T 大学は「特浴」をはじめ10， S 大学は「サ責」
をはじめ 5 つあった。 
 
４．考 察 
 学習途上にある学生が短縮語をどのようなプロ
セスで学習していくかを，実習施設からの影響，
学内における教員からの影響の視点から考察する。
48の短縮語の中で20テキストに記載されていた。
この中で「着脱」「飲水」「自走」「ケアマネ」「眠
剤」は国語辞典に記載されていることからテキス
トへの記載は妥当と考える。しかし，国語辞典に
記載されていない他の短縮語がテキストに記載さ
れているのは，テキストが知識・技術の基礎を得
るのに重要なツールであることから考えると，短
縮語は使用せず正しい用語を記載する必要がある。
また，テキスト内容が充分に検討されていないと
言える。 
 「学生が知っている・想像できる」と回答した
短縮語のなかで，「着脱」「食介」「陰洗」「リハパ
ン」の 4 つの語と，「学生が知らない」と回答し
た語のなかで，「腹満」「サ責」「サ担」「入禁」
 
表６ 学生が知らないと回答した語の学年差 
  Ｔ大学     n=50  S 大学    ｎ＝47 
  
3 年生 4 年生     3 年生 4 年生 
 ｎ ％ ｎ ％      ｎ ％ ｎ ％ 
特浴 20 39.2％ 4 7.8％
＊＊＊
 サ責 24 51.1％ 13 27.7％ 
＊
 
P トイレ 13 25.5％ 5 9.8％
＊＊
 サ担 24 51.1％ 13 27.7％ 
＊
 
尿測 17 33.3％ 8 15.7％
＊＊
 苦痛症状 17 36.2％ 6 12.8％ 
＊
 
湯温 14 27.5％ 8 15.7％
＊
 自操 3 6.4％ 9 19.1％ 
＊
 
入禁 18 35.3％ 11 21.6％
＊
 盗食 4 8.5％ 9 19.1％ 
＊
 
配茶 9 17.6％ 3 5.9％
＊
 *P ＜0.05 
禁食 14 27.5％ 8 15.7％
＊
   
食禁 16 31.4％ 8 15.7％
＊
   
補食 12 23.5％ 5 9.8％
＊
   
保清 13 25.5％ 3 5.9％
＊＊
   
*
P ＜0.05  **P ＜0.005 ***P ＜0.001    
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「著変化」「肺雑」の 6 つの語は，「着脱」を除い
て，テキストに記載されていない語であり，国語
辞典にも掲載されていない。これらの語は，他の
調査対象語に比べ介護実習や介護福祉士養成教育
の生活支援技術の授業等，施設の介護職員および
教員から受ける影響が大きい語であると推察する。 
 大学別にみると学年で有意の差が見られた語に
違いがあり，実習日数，実習施設の種類が異なる
こと， T 大学の 3 年生は特養での実習経験がな
いのに対し， S 大学では全員が終了しているこ
とが要因と思われる。これらから，施設で使われ
ている短縮語には共通している語もあるが，その
施設独自で使っている短縮語が多くあり，学生は
その影響を受けていると思われる。また，テキス
トや国語辞典にも載っていない語を教員が使用し
ていたことについては，実務経験が教員の要件で
あり教員が授業あるいは実習指導の中で使ってい
ることが要因のひとつになっていると思われる。 
 短縮語が形成されて行く過程には，短時間で伝
えることができると言うメリットがある一方，そ
の用語を漢字に置き換えれば意味がわかるが，耳
で聞いただけでは意味が通用しない面もある。例
えば，腹満という短縮語は腹部膨満感について，
お腹が張った感じが続き物を食べられない異常な
状態をいうが，これを 1 年生に問うと「お腹が
いっぱいになりもう食べることができない」と満
足な気持ちの状態と答えている。T大学・S大学
の 3・4 年生においても，知っている・想像でき
るとした造語・短縮語に中でも，必ずしも学生が
意味を理解しているととらえることはできない。
このように造語，短縮語は介護の記録や職員間で
使われており，利用者や家族への説明時には使わ
れないが正しい意味を理解していない状態で使用
すると誤った報告になる。 
 以上のことから，施設や教員が使用する短縮語
は学生に影響を与える可能性が示唆された。教員
は正しいことばと正しい意味を使用し学生に伝え
ていく必要がある。さらに，実習は，介護福祉士
の養成課程において非常に重要な要素である点か
らも，実習施設と教育施設が連携し造語や短縮語
をマニュアルにするなど可視化する必要性が示唆
された。 
 
 
５．まとめ 
 今回の調査対象語から，1．介護福祉士養成教
育で使われているテキストは，使用する用語が統
一されていないことから，テキスト内容への指摘
としたい。 
 学生は短縮語を実習施設の介護職員及び実務経
験のある教員の影響を受けており，施設によって
も使用している短縮語も異なることがわかった。
施設の数だけ短縮語があると言っても過言ではな
い。短縮語は施設によっても異なり，短縮語の共
通語も同じでない。学生は実習施設に行く毎に新
しい短縮語知らなければならない。このような状
況では知識の積み重ねをすることはできない。 
 介護職員が用いる介護用語の標準化や短縮語の
マニュアル等の作成が急務である。 
 
付記 
 本研究は，日本語教育学会秋大会パネルセッ
ションでの発表内容（予稿集p22-25 2014年10
月）を加筆・修正したものである。 
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